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庫
工
博
士
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国
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太
郎

時

払

珊

日
寝
返
に
於
け
る
産
業
組
合
金
融
の
動
向
嘉
準
博
士
八
木
芳
之
助

冊

州

問

丸

フ
ラ
ン
ス
一
帝
園
経
済
曾
議
・

j
i
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-
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経
済
皐
士
松
岡
孝
児

産
業
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棉
花
営
業
貨
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速
度
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・
経
済
率
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賓
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時
代
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型
・
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:
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巌
三

商
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生
産
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:
・
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経
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皐
士
松
井
清

阻
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帆

骨

相

仙

叢

希

臓

人

の

「

植

民

」

離

:

・

・

農

宰

士

若

木

曜

中
小
経
替
の
弾
力
性
に
就
い
て
・
・
経
湾
問
主
岡
倉
伯
士

川崎
1

・
曹
を

T

由

円

皐

出

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



希
雌
人
の
「
植
民
」
観

一足--=固

ーャート

タ巳

希
脱
人
の
(
植
民
」
槻

-{ト

イ1

オミ

話世

III.~] 

序

古
代
希
臓
の
植
民
的
活
動
に
は
現
代
の
移
民
に
類
す
る

ア
ポ
イ
ケ
ヲ
並
に
現
代
の
植
民
の
原
形
と
見
ら
る
可
き
ク
レ

ル
ウ
ケ
ヲ
な
る
二
の
型
の
存
す
る
と
と
は
既
に
本
論
叢
第
三

八
巻
第
一
一
就
に
述
べ
た
。
而
し
て
是
等
の
活
動
は
紀
元
前
八
世

紀
以
上
り
是
を
考
へ
得
る
。
此
の
頃
は
恰
も
滋
牧
民
な
る
ヘ
レ

ネ
ス
が
定
住
、
主
農
段
階
に
入
り
、
血
縁
に
代
っ
て
地
縁
が
そ

ー

リ

ス

の
枇
命
日
の
規
範
と
な
り
、
都
市
圏
家
が
成
立
し
た
時
で
あ
っ

司

l

リ

ス

た
。
爾
来
希
煉
に
於
て
は
都
市
圏
家
生
前
が
完
全
左
る
人
聞
の

快
く
ぺ
か
ら
ざ
る
生
前
様
式
と
な
り
ベ
ポ

I
リ
ス
を
有
せ
ざ
る

者
は
悪
人
か
然
ら
宇
ん
ば
超
人
か
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
抑
と

希
械
の
移
植
民
は
ポ

1
引
ス
の
成
員
た
る
市
民
(
外
人
及
拭
殺
は

第
間
十
一
巻

第

i枕

i¥. 
ノ、

八

含
ま
な
い
)
の
経
済
的
及
枇
合
的
卒
衡
の
破
綻
に
起
因
し
、
市
川
北

町

へ

ν
ニ
ツ
ク

が
ポ

1
リ
ス
よ
わ
出
で
ミ
ポ

1
p
ス
を
建
設
す
る
事
は
会
希
臓

史
を
通
じ
て
不
唆
の
有
償
で
あ
っ
た
。
従
円

J

て
斯
る
活
動
を
封

象
と
す
る
希
騰
人
の
「
姑
山
氏
)
糊
聞
は
、
次
に
遁
ぶ
る
が
如
き
彼
等
の

戸

リ

ス

閥
次
飢
の
下
に
そ
の
初
自
の
も
の
が
孜
生
、
成
ー
し
た
と
籾
ら

、，T
h
J
L
h

ぜ、.
1
f
t

、F-
、

Z
一円£一、泊
lい

μ

宅F

;!/l〆

1:上

/t 

Ij!日
J: 

|立
・肢
lsg 
uz 
仁?

{， 

rjJ 

き
も
の
で
あ
ら
う
左
忠
ふ
。

紀
元
前
五
位
紀
乃
至
凹
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
の
氏
主
政
治
の
欄

熟
、
崩
壊
期
に
笛
り
、

矛
盾
が
著
し
く
友
り
、

ポ
l
p
ス
に
於
け
る
貫
生
活
に
闘
す
る

そ
の
批
判
、
解
決
論
と
し
て
幾
多
一
の
岡

家
論
が
問
た
。
就
中
代
夫
的
な
も
の
と
し
て
は
、
プ
ラ
ト
ン
の

共
和
園
及
法
治
問
酬
の
二
篇
並
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
壊
が

あ
る
が
、
是
等
は
皆
一
一
四
瑚
想
図
家
を
叢
き
ポ
1
リ
ス
は
斯
く

あ
り
皮
く
叉
本
来
斯
く
あ
る
可
き
も
の
と
の
恕
定
の
摘
出
及
び

是
が
現
賓
と
調
和
し
得
可
き
ポ
1
リ
ス
を
寅
現
せ
し
め
ん
と
す

る
手
段
を
設
け
る
も
の
に
し
て
、
周
知
の
如
く
そ
の
論
機
は
ポ

ー
ザ
ス
生
活
を
前
提
と
し
て
居
っ
た
。
従
っ
て
是
等
の
=
一
筋
は

第一期植民 (1500-800 JJ. c.)と通稽きる〉ものは献な'" W ，nderung I二で
SiedeluJlg と1:1:肴f政し得なL、G 従て植民関係は此臨l、!土見られな L、。
Aristoleles. Politica (LoeL. c. L) 1253 a 
Ari:5t. ibid. [326 a目

hellenistic periodは所謂内闘航1"=に類似するを以てJ1tIi@に於では是に胸れな
L 、。
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以
上
の
指
導
者
に
よ
っ
て
銑
利
に
解
剖
、
表
現
、
絞
漣
せ
ら
れ

全
希
煉
史
を
通
じ
て
希
胤
人
に
普
遍
的
た
る
ポ

I
リ
ス
視
を
代

静
せ
る
も
の
と
者
倣
し
得
る
が
品
目
に
、

以
上
の
(
現
想
)
図
家
論

に
観
ゆ
る
所
の
も
の
を
以
て
希
閣
に
普
遍
友
る
「
柿
氏
一
視
と
稀

し
得
可
で
あ
ら
う
。

百

l
パ
ソ
ス

(
註
)
図
に
理
想
国
家
論
は
、
現
在
よ
り
も
よ
り
夏
き
同
家
の
現
出

坐
願
ム
運
動
の
閥
系
化
君
、
れ
し

u

む
の
で
ゐ
'
り
、
杭
氏
一
4
8
亦耳干し〈一一艮

き
川
崎
家
の
構
成
を
求
む
る
運
動
な
る
が
放
に
「
M
戊
一
に
潤
す
る
事
現

法
地
相
山
尚
宗
論
の
前
一
突
な
る
現
貨
の
方
策
と
し
ご
説
〉
れ
て
一
一
ω
る
。

尤
む
た
ね
問
削
鴻
は
析
川
人
政
治
を
泌
さ
で
f
ラ
ト
ン
問
自
の
仰

理
視
の
主
張
の
強
き
も
の
左
る
も
、
晩
年
の
者
、
法
治
圃
篇
は

彼
が
現
貨
と
安
協
せ
る
漣
作
に
し
て
祁
機
人
の
ポ

1
リ
ス
視
の

寅
相
に
印
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
壌
と
同
様
に
経
験
論

的
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
云
は
れ
て
罵
る
。
従
っ
て
私
は
主
と

し
て
後
の
一
刷
作
に
よ
っ
て
現
資
的
な
る
希
機
人
の
「
仙
一
氏
」
慨
を

窺
は
う
と
忠
ふ
。

先
づ
「
植
民
」
の
競
っ
て
立
つ
所
の
彼
等
の
岡
家
視
よ
り
考
祭

(
但
し
今
必
姑
く
そ
の
倫
理
的
方
面
の
考
慮
に
は
立
ち
入
ら
ぬ

ポ

l

リ

ス

リ

市
?
と
す
る
)
都
市
岡
家
の
焚
生
に
就
て
プ
ラ
ト
ン
は

t
「
夫
は
人
類

ず
る
。

希
雌
人
の
「
杭
足
」
湖

の
必
要
に
感
じ
て
起
り
、
各
人
の
不
足
せ
る
も
の
を
調
節
せ
ん

が
ほ
腕
に
多
数
人
の
集
り
住
む
所
で
あ
り
。
又
衣
食
住
を
充
す
可

き
所
で
あ
る
。
故
に
少
〈
と
も
一
人
の
農
夫
、
大
工
、
織
工
並

に
靴
工
、
料
迎
人
等
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
ポ

l
リ
ス
ム
」
し

で
紋
く
可
か
ら
ざ
る
所
の
も
の
も
亦
右
の
数
人
で
あ
る
一

L
」云

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
村
落
が
結
合
し
、
完
全
に
し
て
殆
ど

U¥ 叉
は
全
〈
自
給
自
足
し
得
可
き
規
模
の
軍
一
共
同
躍
を
形
法
る

時
、
夜
に
ポ

I
リ
ス
が
護
生
し
」
又
一

ρ

ポ
l
H
1
は
完
全
に
自
給

ほ
氾
そ
鴻
し
得
み
つ
つ
に
作
ら
み
円
安
で
あ
る
」
ー
に
主
眼
す
る
ο

人
類
の
欲
望
未
だ
低
き
時
は
プ
ラ
ト
ン
が
ポ

1
リ
ス
の
同
市
形

4

1リ
ス

と
羽
附
す
る
数
人
の
人
を
以
て
し
で
も
闘
家
が
成
立
す
る
事
と
な

ら
ん
も
、
現
賓
に
印
せ
る
彼
等
の
事
設
は
是
に
加
ふ
る
に
ポ

l

リ
ス
の
自
衛
上
よ
り
市
民
た
る
戦
士
の
相
常
数
の
存
布
ケ
一
必
要

3

と
す
る
事
を
忘
れ
て
は
居
な
か
っ
た
。

刊
ポ

l
リ
ス

「
市
が
渇
小
と
た
ら
や
G

又
輩
に
外
観
上
の
偉
大
に
の
み
終
ら

ざ
る
岨
う
に
戦
士
(
副
市
民
)
を
白
衡
の
矯
に
有
ず
る
事
は

E
し

い
」
「
自
衛
と
共
に
隣
闘
の
危
機
に
際
し
で
は
有
力
友
る
援
軍
た

り
得
る
よ
う
に
市
民
数
を
維
持
す
可
き
で
あ
る
」
「
畑
町
士
の
限
界

第
凶
十
一
巻

A 
-じ

第

披

:1L 

o. L) 369 B -1-: PJaton. Repuhlic rI.oeb 
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希
雌
人
の
「
植
民
」
観

は
自
給
し
得
可
き
範
闘
に
限
る
も
、
品
川
軍
事
営
局
の
青
山
内
を
も

本
る
も
ゐ
を
要
す
」
と
述
べ
て
居
る
。
抑
ミ
希
般
に
於
て
は
軍
に

LK
。
此
治
借
り
た
山
位
、
V
鴻
じ
て
叫
に
行
取
し
件
ら
こ
と
は
、
市
u

一

法
に
服
す
る
の
み
を
以
て
は
完
全
な
る
市
民
と
稿
ず
る
を
得
や

し
て
、
各
自
が
直
接
に
国
政
に
悲
興
す
る
事
を
要
し
た
。
従
つ

て
、
市
民
人
口
な
る
認
の
有
ず
る
窓
誌
は
特
川
な
も
の
が
あ
っ

民
な
る
も
の
は
、
生
産
的
の
叫
労
働
よ
り
売
が
れ
、
徳
を
修
め
、

政
権
及
官
位
に
閃
か
る
こ
と
を
如
何
る
駄
で
あ
っ
て
、
人
口
の
増

減
は
営
に
経
済
的
の
見
地
の
み
か
ら
で
な
く
、
政
機
に
関
連
し

て
よ
り
銑
〈
論
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
巴
更
に
ポ
I
リ
ス
に

於
て
は
市
民
は
相

E
に
熟
知
す
る
を
最
善
と
た
す
が
故
に
、
現

代
の
国
家
の
如
く
に
多
数
の
人
口
の
存
在
は
此
の
聡
よ
り
し
て

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
良
く
治
ま

も
認
め
ら
る
可
く
も
友
い
。

れ
る
図
家
に
は
人
口
に
限
度
が

b
る
c

一
闘
の
人
口
の
最
大
最

善
の
限
度
は
生
活
目
的
を
自
足
せ
し
む
る
に
足
る
最
大
の
員
数

左
る
事
を
要
す
る
」
と
明
言
し
て
居
る
。
印
ち
一
人
口
に
就
て
は

適
度
の
市
民
戦
士
を
裂
す
と
友
す
も
の
な
る
も
、
此
の
事
は

方
に
於
て
希
臓
人
が
市
民
人
口
に
就
で
消
極
的
の
見
解
を
と
り

り於し
とて事
し械を
、士夫

又ーー示
ガミ，，)、 "9 
t台 O る
|週 O も
篇 O の
に j、-e
於のあ
て→-，つ
は ITJ て

-fをス 、
市1以 f
のてラ
:t'l:! -)，ト
想 inン一

白"J 1，こ(;主凶
のる共Hn0 
j、に手日
民ヲE 凶
数分 1市
をなに

第
四
十
一
巻

第

f庇

A 
ノ、

i台五
四j r¥ 
，. ¥ーノ

中間
にと〉
，E 人
を止
ム平定
しめ
てIえ}て
、 (f，)

"る
JJ.... 0 

O 乍
O 然
(コ
j、づ?

とり
晶ぜ ス

1;:: ト
，、 フー

ヒ L〆

ロフt

ン凶t
F呈iBC

の
印
市
川
叫
生
犯
し
、

を
刊
二
戸
一
一
w
「、

d
l
r
γ
l
c
k』

b
h
〉
evニ
f
r
a
p
U
」
一
』
日
J
t
J
F
L川

1

〉

〉

ヂバν

司王カ
J

ご

M
J
u
n
u
k

の
は
不
可
能
を
避
け
た
訓
思
想
闘
で
あ
る
」
と
云
ふ
が
故
に
、
彼

J
H
i
リ
ス

は
更
に
小
規
模
の
市
を
考
へ
且
是
を
以
て
希
描
酬
に
普
遍
的
友

る
も
の
と
な
し
て
居
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ッ
ポ
タ
ム
ス
の

計
劃
せ
し
政
想
闘
の
市
民
は
一
高
人
と
定
め
ら
れ
、
又
常
時
の

希
腹
人
が
一
市
の
最
誼
の
人
口
を
移
杭
民
地
の
建
設
に
託
し
て

表
現
し
て
居
る
の
を
観
て
也
、
キ
リ
キ
ヤ
沿
岸
の
市
民
一
高
の

杭
民
地
と
あ
り
、
叉
内
ナ
ン
デ
ル
の
劇
に
は
布
民
三
高
を
搬
す

出

l
リ
ス

る
市
一
千
市
を
息
げ
て
居
る
。

今
ベ
ロ
ッ
ホ
に
従
っ
て
希
服
諸
市
の
寅
際
の
人
口
を
観
る
に
、

ア
ツ
チ
カ
は
二
寓
乃
至
三
高
五
千
人
、

ア
叫
ん
ゴ
ス
は
二
高
人
、

コ
リ
ン
ト
は
一
高
人
、

シ
キ
オ
ン
、

フ
レ
ウ
ス
位
一
寸
は
五
千
人
以

下
に
し
て
、

ア
エ
ギ
ナ
の
如
き
は
二
千
人
で
る
っ
た
。
故
に
我

A口語t.ibid. 1326 b. 
Arist. ibid. 1275 a 
Platon. Republic 423. Laws 7.38 
Arist. ibid 1326 a-b. 
Platon. Republic 423 A. 
Platon. La京 s737 
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は
以
上
の
理
怨
凶
家
論
が
山
単
な
る
空
想
に
非
守
し
て
、
五
州
岨
蝿

r
iリ
ス

都
市
の
責
相
に
印
せ
る
も
の
た
る
こ
と
を
確
か
め
得
る
の
で
あ

り
、
更
に
進
ん
で
そ
の
市
民
の
人
口
に
就
て
は
事
賓
上
或
る
限

度
の
存
す
る
を
知
り
得
た
。

然
る
に
一
園
内
の
土
地
は
公
有
地
及
各
市
民
の
私
有
地
上
り

成
る
を
以
て
ポ
l
リ
ス
の
領
域
は
大
憾
に
於
て
市
民
数
に
比
例

し
て
定
ま
る
可
き
で
あ
る
。

放
に
凶
(
全
一
酬
に
一
不
さ
れ
し
人
口
」
り
見
た
る
領
土
即
ち
ポ

l

，ス

(I') 

った.
~~ 

Iζ 
，g~~ 

t:l: 

7' lJill 
ラ人
1・ l土
ン}~:
は;引る
つ[lul
~ m~ 
I TE 
リ出
ス AI
V) -c_ 
大居
きつ

た
か
の
如
く
に
怨
は
れ
る
③

さ
及
び
領
土
に
就

τ
は
或
る
限
度
を
設
く
る
を
可
と
し
、
そ
れ

は
結
合
を
寄
せ
や
又
満
足
(
相
互
に
知
り
合
ふ
志
)
し
件
る
限
，
反

に
於
て
大
た
る
を
可
と
し
、
そ
れ
以
上
は
不
可
で
あ
る
」
と
云
ひ

又
「
領
土
は
適
度
の
生
活
方
法
を
有
す
る

一
定
数
の
住
民
を
支

ふ
る
に
定
分
友
る
を
裂
す
る
も
、
是
れ
以
上
を
必
要
と
し
左
い
1

一

と
し
、
演
い
て
領
土
の
大
き
さ
に
就
て
警
戒
的
の
語
を
述
べ
て

居
る
。
卸
ち
「
立
法
者
の
助
成
し
つ

L
あ
る
凶
円
余
(
理
想
図
)
の

員
の
利
九
分
は
、
能
ふ
限
り
強
大
に
し
て
宮
裕
即
ち
多
額
の
金
銀

希
隣
人
の
「
植
民
」
磁

を
有
し
、
海
陸
に
庚
大
友
る
領
域
を
有
す
る
事
で
は
友
い
」
と
。

却

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
多
く
の
人
の
考
ふ
る
が
如
く
、
俄
り
に

ポ
1
リ
ス
の
幸
一
隅
が
共
の
偉
大
な
る
に
存
す
と
な
す
も
、

ポ
ー

リ
ス
の
偉
大
と
は
必
中
し
も
市
民
の
人
口
教
の
大
な
る
事
を
意

味
し
た
い
。
過
犬
、
油
小
一
割
れ
も
宜
し
か
ら
や
、
比
の
事
は
叉

領
土
に
闘
し
で
も
同
じ
」
と
云
ふ
て
居
る
。

3
p
!
リ
ス

要
約
せ
ば
、
彼
等
を
泊
じ
て
観
察
し
得
る
希
雌
人
の
岡
一
致
視

コ色
3
3川
ア
勺
J
L苛
ト

k
+
」民、回引~一氏、
J
j弓
1
r
汀
r
E
円H
A
L
〕
J
e
i

、1包
之

zr一-
T
J
U
U

工ヘノ

『
当

I
卦
山
口
斗
↑
恥
L
ト

ト

「

日

p
rヲ
d
d
k
u
世

1
山本
a
T
一U
ノ
J
4
2
高」
-
F
A
目
ヲ
J
r
b

/
T
・3
f
p
m
F
日
〕

v
~
3
3に
戸
乙
〉

ι
1
土
、

t

D

l

、

1
L
f
-
2
J
H
J
E
パ
巳
主
町
内
H
J
d
ィ

H
日
仏
M
4
4

，
い
え
い
Z
J
A
Iん

F
}
1
1
z

、J

'
H
2
1
T
t
u
軒

v
t

て
自
給
自
足
し
得
可
き
地
域
を
占
め
、
過
大
の
人
口
及
領
土
は

円
五
を
欲
し
た
い
と
の
一
事
で
あ
る
。
就
中
領
土
に
枕
て
消
極
的
視

念
を
有
せ
し
附
却
に
特
に
注
立
を
裂
す
る
。

加
ふ
る
に
我
々
は
彼
等
の
抗
き
た
る
失
の
理
想
同
家
の
欣
態

よ
り
上
述
せ
る
が
如
き
希
晴
人
の
都
市
岡
家
翻
を
具
勝
的
に
認

町

議
し
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
都
市
は
海
岸
よ
り
八

O
ス
タ
デ

オ
ン
隔
た
り
、
沿
岸
に
は
良
港
あ
り
、
市
の
近
郊
は
産
物
に
宮

み
て
何
物
を
も
輸
入
す
る
の
要
友
く
、
又
隣
闘
も
な
し
。
丘
と

森
と
一
牛
地
と
は
各
ミ
遡
度
の
割
合
に
あ
り
」
「
ト
ラ
キ
ヤ
の
カ
ル

第
凶
十
一
巻

第
二
務

四

i¥. 
九

Arist. ibid. 1265 a. 
J弘口語t.ibid. ] 267 a 
Zimrnern. The greek commonwealtb 
Zimmern. ibid. P・322.
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希
勝
人
の
「
植
民
」
貌

ベ
港
は
幅
問
プ
レ
ー
ト
ロ
ン
の
地
峡
に
よ
り
て
本
土
に
連
ら
な

る
叫
に
し
て
、
二

O
フ
ア
ト
ム
以
上
の
高
地
役
く
、
面
積
は

高
人
を
居
住
せ
し
む
る
に
足
り
、
各
種
の
材
木
に
宮
み
特
に
治

舶
材
料
は
海
遵
近
く
に
あ
り
、
大
妻
、
小
姿
、
豆
、
束
、
胡
麻

無
花
果
及
葡
萄
を
産
し
、
都
市
の
建
誌
に
は
絶
好
の
所
で
あ
る

と

相
判
の
如
〈
+
十
九
L
K

錨
止
の
親
松
ド
ド
於
日
L
F
T

桁
を
保
て
乙
希
臓
の

ク
レ
ロ
ス

ポ
I
H
J
ス
に
あ
り
で
は
、
市
民
穫
は
同
定
的
危
る
私
布
地
の
上

に
設
定
せ
ら
れ
し
を
以
て
土
地
友
き
も
の
は
又
市
民
穫
を
布
せ

ざ
る
通
別
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
一
子
若
く
は
金
子
相
縞
制
の
敦

れ
に
し
て
も
産
児
の
多
数
は
雷
に
其
家
の
み
た
ら
や
、
四
質
及
室

に
於
て
ポ

1
リ
ス
の
卒
衡
を
も
破
る
も
の
た
る
事
が
希
臓
人
に

痛
感
さ
れ
て
居
っ
た
事
は
想
像
す
る
に
難
〈
左
い
。

地

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
財
産
に
比
し
て
子
が
多
け
れ
ば
訟
は

破
れ
延
て
革
命
の
悶
を
友
す
」
と
さ
へ
宥
倣
し
て
居
っ
た
っ
勿

論
既
岨
の
如
〈
、
岡
家
は
戎
限
度
の
市
民
や
一
保
有
せ
ね
ば
な
ら

ね
。
「
戦
争
又
は
疫
病
等
の
偶
に
著
し
く
市
民
の
減
少
を
見
た
る

時
は
下
居
民
に
針
し
て
市
氏
擁
を
許
可
す
可
し
」
と
か
「
出
産
を

第
凶
十

e
t
t

九
O 

第

111出

増
加
せ
し
め
ん
が
錦
に
は
執
政
官
は
特
別
の
注
意
の
下
に
報
酬

を
興
へ
、
又
は
年
長
者
を
し
て
若
者
に
制
し
て
忠
告
を
潟
さ
し

め
る
」
と
云
ふ
が
如
き
方
策
が
、
岡
家
論
中
に
述
べ
ら
れ
て
底

る
。
併
し
仕
立
事
項
の
大
部
分
は
産
児
の
制
限
に
あ
る
。

出

削
ち
「
現
在
の
戸
数
を
紘
持
せ
ん
が
伺
仰
に

E

一
子
相
頼
制
度
汲

'
r
p
-
4
J主
F

h

p

ヘ
J

J

:

言
よ
ョ
咋
斗
h
R〕

4
h
J
a
d
-
4
泊

;
:
-
P
7
L
¥ノ
7
1
)
E

一:一一一
F
'
l
F

J

吾
首
い
れ
[
寸
イ
(
一
川
」
(
r
r
在
日
叫
択
し
が
い

ざ
る
時
は
州
立
牢
の
多
き
者
に
産
児
制
限
を
行
は
し
む
可
し
」

と
云
ふ
が
如
き
は
共
一
例
で
あ
る
。

人
呪
過
剰
の
針
策
と
し
て
は
往
古
よ
り
間
前
紀
頃
ま
で
希
服

刊

に
は
棄
児
の
制
度
が
あ
ワ
た
が
、
ポ
1

リ
ス
の
負
捻
を
除
く
正

営
の
方
法
と
し
て
後
に
は
人
口
の
排
出
を
考
ふ
る
に
至
っ
た
の

は
蛍
然
の
事
で
あ
っ
た
。

プ
ラ
ト
ン
は
「
人
口
の
摩
力
又
は
そ
れ
に
類
似
の
原
因
よ
り

友
が
文
と
離
れ
、
或
は
市
民
の
一
部
が
鎮
守
の
震
に
迫
は
れ
て

「他
人 ';GIに

間移
iJli: イ1
合寸
にる

も己
精
撰
淘
汰
;6， 

あ

る

"f 
〈

そ
の
納
端
た
る
方

法
と
し
て
は
死
刑
乃
至
追
放
が
あ
る
が
、
無
産
の
大
衆
が
首
領

の
指
却
の
下
に
市
者
を
襲
は
ん
と
す
る
傾
向
あ
る
時
は
、
武
法

Platon. Laws. 737・
Platon. Laws. 742 
Aristoteles. ibid. 1326 a-b 
PJatOD. Laws. 704/5. 745・

文enophon.Anabasis V1， 4， 3--7・ (Loebc. 1.) 
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者
は
岡
家
の
厄
介
者
売
る
彼
等
に
勤
し
て
能
ふ
限
り
の
友
情
を

示
し
て
彼
等
を
遠
方
に
送
り
出
す
可
き
で
あ
る
」
。
「
各
戸
は
一

私
有
地
を
有
す
る
も
、
養
f
に
も
た
り
得
ざ
る
過
剰
な
る
子
女

ア

R
イ
キ
ア

J

m

m

の
あ
る
時
は
法
に
よ
り
植
民
地
に
逸
ら
る
」
。
「
五

O
悶

O
戸
以

上
に
増
加
す
る
を
詐
さ
ピ
る
よ
り
、
移
住
す
る
ー
一
左
遁
べ
、
又

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
其
の
問
想
的
モ
デ
ル
と
な
す
ヵ
ル
タ
ゴ
の

文
台
亡
抗
亡
つ
皮

4
t市
立
〉
」
百
三
ベ
，

-
E
¥
L
2
1
J
-
I

t
京
一
;
イ

i
i↓H
i
t
-
古
7
iツ
p
h

ド

r

村
b
坤
」
に
と
必

り
出
し
凶
家
の
安
寧
と
一
牛
衡
の
維
持
に
成
ゆ
し
て
居
る
」
と
漣

べ
て
ゐ
る
の

ιん
の
如
き
穆
住
中
テ
一
フ
ト
ン
が
「
，
炉
〈
し
己
除
外

ア
ポ
イ
キ
ア
ン

す
る
と
と
を
燐
曲
な
る
言
葉
を
以
て
植
民
と
一
去
ふ
」
と
明
言
せ

る
が
如
〈
、
所
謂
希
雌
の
「
植
民
L
な
る
も
の
は
か
L
る
性
質
の

も
の
で
あ
っ
た

3

卸
ち
希
膿
人
の
以
て
「
植
民
」
た
り
と
腕
し
も

の
は
寧
ろ
現
代
の
「
移
民
」
に
類
し
、
そ
の
清
動
は
取
に
自
給
自

ポ

i

リ

ス

足
の
小
規
模
の
都
市
岡
家
の
枇
合
的
及
政
治
的
平
衡
の
維
持
な

る
一
面
の
み
を
考
慮
す
る
に
止
ま
り
、
移
住
地
の
本
固
に
到
す

る
経
済
上
並
に
政
治
上
の
従
届
闘
係
等
に
就
て
は
全
く
是
を
怠

頭
に
置
い
て
ゐ
な
か
っ
た
。

希
雌
人
の
「
杭
民
一
視

従
っ
て
希
臓
L
固
有
の
「
植
民
」
な
る
誌
は
以
上
の
諸
書
に
府

ひ
ら
れ
居
る
如
〈
、
川
弓
2
7
5
G
q
F
r
n
p
r
p
-
2
r
s
等

K
L
て

敦
れ
も
翠
に
家
を
離
る
L
と
の
語
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
ね
。
然

る
に
紀
元
前
五

O
八
年
以
降
の
ア
テ
ナ
イ
の
相
民
地
は
特
に
ク

レ
ル
ゥ
キ
ア
と
稀
せ
ら
れ
て
居
る
。

ク
レ
ル
ゥ
ケ
ヲ
も
等
し
く

ポ

I
リ
ス
の
枇
舎
負
拾
の
排
除
を
目
的
と
せ
し
も
の
な
る
も
、

先
と
同
時
に
移
住
地
の
政
治
的
従
属
聞
係
な
る
も
の
が
始
め
て

そ
の
本
質
と
し
て
現
は
れ
て
来
た
。
此
の
貼
こ
そ
ア
ア
ナ
イ
の

初
代
と
他
の
泊
臓
諸
市
の
「
州
日
比
て
L
V一
以
別
ず
日
守
口
問
と
な
る

も
の
で
あ
る
が
、
併
し
ク
レ
ル
ゥ
ケ
ヲ
な
る
語
に
は
語
義
上
よ

ク
レ
ロ
ス
エ
守

り
せ
ば
本
来
斯
る
意
味
は
た
く
、
同
即
に
私
有
地
を
有
っ
と
の
怠

義
を
有
す
る
に
止
ま
り
、
叉
何
等
中
戒
を
去
る
と
の
意
味
を
も
含

ま
な
い
の
で
あ
る
。

。
レ
ロ
ス

而
し
て
ア
テ
ナ
イ
に
於
て
は
は
'
〈
よ
り
内
地
忙
で
は
土
地
を

分
配
す
る
事
は
止
み
、
新
左
る
ヰ
地
を
外
地
に
求
め
た
事
は
他

ナの
イ 土庁j

(j) 月極
航:諸
よ'~~t:' * 
地4'-と
もア同

ガF 主主
家で
郷あ
をつ
去1cこ
る a

ア 41AE
;~ ./コ
イて

キ 止t
ア里占
、よ

コこ
り

オ4
『ど

イ
v:f 

キ
ア

アー、 フ戸

カ
ト
イ
キ
ア
と
同
一
で
あ
っ
た
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

第
間
十
一
巻

第
二
蹴

PJl 

九
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る
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フ
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寸t
リ
ス
( 

ド~

ぐ
炉ー

o 
企。

及
メ
ロ
ス
(
〈
ニ
岱
)
は
ツ
キ
ジ
デ
ス
に
よ
り
て
ア
ポ
イ
キ
ア
と

糾
せ
ら
れ
、
だ
エ
レ
キ
一
一
ア
オ
ン
に
で
孜
見
さ
れ
し
二
箇
の
碑
岡

に
も

J

フ
レ
ア
を
ば
ア
ポ
イ
キ
ア
と
呼
ぴ
、

ア
ン

7
d

ポ
リ
ス

二戸『
H
C
凶
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ポ
テ
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エ
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{
}
叶
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)
及
ア
ヱ
ギ
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『
に
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一
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一
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山
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ふ
ぺ
イ
牛

7
た
-
〈
引
一
川
里
町

E人も
ポ
テ
ダ
ヱ
ア
を
は
エ
ポ
イ
キ
ア
と
銘
し
あ
り
、
又
。
フ
ル
グ
コ

ス
は
へ
ス
テ
ア
エ
ア

可
。
同
一
円

}gN∞
)
及
シ
ノ
ベ

(
H
S
E
E
日
号
)

に
封
し
て
カ
ト
イ
キ
ア
危
る
語
を
用
ひ
て
居
る
。

(
尤
も
明
か
に

タ
レ
ル
ウ
キ
ア

k
帯
し
て
居
る
色
の
も
あ
畠
)

之
と
反
針
に
ア
テ
ナ
イ
以
外
の
花
雌
諸
市
の
「
航
民
地
」
も
航

空
有
が
新
都
市
の
市
民
と
し
て
士
一
町
の
分
配
に
興
か
る
と
云
ふ

駅
上
り
せ
ば
、
迎
論
上
は
等
し
く
ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
と
稽
し
符
可

き
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
る
が
如
〈
紀
元
前
五

O
八
年
に
始

め
で
ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
友
る
語
が
希
般
に
現
は
れ
、
新
川
叩
態
た
る

ア
テ
ナ
イ
の
植
民
地
に
適
用
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の

諸
都
市
の
他
民
的
活
動
は
波
斯
戦
争
紀
元
前
五

O
O年
を
界
と

第
川
十
一
谷

ゴし

し
て
事
質
上
終
止
し
、
そ
の
後
の

希
騰
に
於
け
る
柿
民
活
動
は
殆
ど

ア
テ
ナ
イ
の
狽
一
明
場
た
り
し
が
矯

に
、
本
来
混
用
あ
る
可
き
州
諸
が

一
般
の
希
煽
諸
岡
山
気
に
は
H
ど
を
見

令
し
て
ア
テ
ナ
イ
に
於
て
の
み
込

L
L
児
v

也
事
ー
し
た
り
、
延
て
ん
ロ
同
時
の

都
市
凶
家
の
制
約
を
超
越
し
た
る

ア
テ
ナ
イ
及
そ
れ
に
類
す
る
ア
レ

キ
サ
ン
ド
ル
以
後
の
マ
ケ
ド
ニ
ヤ

の
植
民
地
を
ば
ク
レ
ル
キ
ア
と
裕

し
て
、
他
の
諸
都
市
の
そ
れ
と
区

別
す
る
通
説
が
生
じ
た
も
の

L
如

く
に
忠
は
れ
る
。

の延臓
を て信|以

窺彼イil二
ひ等の却
、の耳目Jtf司、

そ所市 ll~
れ諸国リ家
に植家文雨前
附民税に
随搬をよ
しな夕、n 1) 

て るi)て
ア也、希

ポ
イ
キ
ア
及
ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
な
る

語
の
混
用
せ
ら
る
o
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